












（近藤，1979; 野地，1980; 青木，1981; 近藤，1981; 高橋，1981; 高森，1982; 















































































































































































































（三浦，2002，p. 50）と指摘する。また Scardamalia and Bereiter は，近年
の学習科学の知見を踏まえ「根拠を示すことや説得することが強調されている
のは重要なことではあるが，それだけでは問題について理解を共有するという





























































































































































































































































（ 1 ） 安（2005）; 西本（2006）はそれぞれイギリス，アメリカの話し言葉指導につ
いて研究しており諸外国の動向を把握するのに参考となる。
（ 2 ） 本稿は，長田（1999）を基盤としつつも，戦後から 2010 年前後までの目標論
の問題状況をカリキュラムや指導方法なども含めて総合的に捉えることを目的
としている。
（ 3 ） なお長田（2009）は，この IPA の枠組みを用いてグループ討議の考察を行っ
ている。
















（ 5 ） 長田（2009）は，グループ討議の調査からこの両者が話し合いには必要不可欠
であることを具体的に示している。間瀬・守田（2011）も論理的思考を支える
「人間関係の調整」が重要であることを調査から指摘する。
（ 6 ） なお長田（1999）では，甲斐（1990a）を踏まえ両者を「思考」と「コミュニケー
ション」という枠組みで捉え，1990 年代の目標論を概観している。
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